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1. はじめに 
原田研究室ではこれまで，EDR電子化辞書に記載された
情報を元に，日本語文を意味解析し，格フレーム群に自動
変換するシステムSAGE[1](Semantic frame Automatic 
GEnerator) を開発してきた．既存のSAGEは語意（概念ID）
と深層格のみを意味グラフとして出力しており，ヴォイ
ス・テンス・アスペクト・ムードなどの属性子の解析は行
っていない．本研究では，属性子の判定方法と，ヴォイス
（使役と受身）を含む文の語意や格の解析精度向上手法を
提案し，新版SAGEに実装する． 

2. ヴォイスの特徴 
従来の SAGE では，ヴォイス（使役と受身）を含む文の
解析精度が低かった．EDRコーパスでの例文を調べた結果，
能動表現と比較して，次の事が分かった． 
ＥＤＲでは使役表現での動詞は能動表現での動詞と語
意が異なる．  
受身表現での動詞と能動表現での動詞では，同じ語意 

が割り振られている．また，能動表現と受身表現では，表
層格が変わっても深層格は変わらないという特徴がある．  

2.1. 使役表現判定 
基本形が「せる」，品詞が「接尾辞」，詳細品詞が「動詞

性接尾辞」である場合，使役と判定する． 

 
図 1 EDRでの使役 

2.2. 使役を含む文の辞書引き 
従来の SAGE での辞書引きは，まず形態素分析と係り受

け解析を行う南瓜とKNPによって得られた動詞の基本形を

EDR 単語辞書での入力とし，動詞の不変化部を得る．この

不変化部を更に共起辞書で引き，語意を得ていた．しかし，

この方法では，使役動詞の語意が得られないので，次の方

法で使役動詞の語意を得るようにする． 

使役表現と判定された文節があった場合，南瓜とKNP解

析器から辞書見出し語を得て，この辞書見出し語を用い

て，共起辞書を引けば，使役の意味を持つ語意を得ること

ができる．  

 

図2  EDRでの受身 

2.3. 受身表現判定 
受身とは，述語に接辞(r)areruが付くと，表層格は変わ
るが深層格は変わらない表現である．ただし，この接辞が
付くと，受身以外に尊敬と可能表現の場合もある．この曖
昧性を解消し受身と判定するには，尊敬や可能との判別を
する必要がある．このために，以下に示すように，「主語
が敬意を表す対象かどうか」の点数と「受身を表す活用型
かどうか」の点数と「語意からして他に影響を与える動詞
かどうか」の点数を求め，合計点が２以上であれば受身と
判定することにした． 

表1 動詞活用型得点 

 
(1) 「主語が敬意を表す対象かどうか」の点数 

 接辞(r)areruが付いた動詞vに係る主語の上位概念を検
索し，”3c4795”「先達」，”444df2”「職業、肩書き、役割
で限定した人間」，”444ae9”「敬称に該当する語そのもの」
の何れにも該当しない場合，得点に１を加える． 

(2) 「受身を表す活用型かどうか」の点数 

 「受身を表す活用型かどうか」の点数とは、活用型と
接辞の組み合わせによって決定される点数である．例え
ば，一類ラ行で接辞「られる」なら 2 を加え，「れる」
なら加点しない． 

(3) 「語意からして他に影響を与える動詞かどうか」の
点数 

「語意からして他に影響を与える動詞かどうか」の点
数では，日本語文法に記載された「持ち主の受身」にな
りやすい動詞，「まともの受身」になりやすい動詞，も
しくはそれらの動詞と語意において概念距離が１の動
詞が含まれていた場合は，得点に1を加える． 
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2.4. 受身文での辞書引きの問題点 
既存の SAGE では，能動表現から受身表現に変換するに

あたって，表層格が変わっても深層格が変わらない受身表

現に対応していなかった．これは，共起辞書の事例は能動

系が中心のためである．そこで，受身表現を能動表現と仮

定して辞書引きを行えば，深層格の精度が向上できると考

えた．相手に動作をさせる側を「受身の主体」とし，動作

を行う側を「動作の主体」とし，それぞれの共起関係子の

置き換えを行って，辞書引きを行う． 

2.4.1 「受身の主体格」の共起関係子の置き換え 
受身文「B に（から・によって）C られた」が与えられ
た時， 
(1)受身文がどうか判定する 
(2)受身の主体を見つける 
まず，表層格が二格，カラ格，ニヨッテ格を含む文節を
見つけ，Bを受身の主体の候補とする．次にBの上位概念
を調べ，上位概念に「人間」があれば，受身の主体とみな
す．「人間」がない場合でも，「位置」「時」「物事」がなけ
れば，また受身の主体とする． 
Bの共起関係子（に・から・によって）をガ格に変更し，
能動態に変換して受身の主体Bの深層格を決定する． 
例： Bに（から・によって）Cられた→BがCした  

2.4.2 「動作の主体格」の共起関係子の置き換え 
受身表現「A は C られる」は能動表現にすると「A に C
する」または「AからCする」または「AをCする」の3
通りある．このように，動作の主体Aの表層格は受身表現
では「ハ格」又は「ガ格」であるが，能動表現では「二格」，
「カラ格」，「ヲ格」の何れかである．この能動表現の 3 通
りの可能性に対する共起情報に基づく語意格組を語意-格
総合評価値配列に加え，一意に絞り込む． 
例： Aは（が）Cられた→Aを（に・から）Cした 

3 テンス・アスペクト 
テンスとは時間的概念を表す部分である述語の中の要

素の形態素変化であり，「過去」「現在」「未来」がある．

アスペクトは発話者の事象の時間的性質に対する見方を

伝える形式であり，基準時以前に動作や出来事が完結した

ことを表す「完結相」と，基準時に動作や出来事が継続し

ていることを表す「非完結相」がある． 

3.1  テンス・アスペクト判定 
(1)過去形完結相「タ」と過去形非完結相「タ」の判別 

動詞が状態動詞（上位概念が”3aa963”「状態」の場合）

か否かを調べることによって判定する．例えば，「太郎は

図書館に居た」の場合，述語「居た」の上位概念を検索し，

「状態」があるので，状態動詞となる．タ形かつ状態動詞

は，テンスが過去，アスペクトが非完結相と判定する． 

(2)現在形の非完結相と未来系の非完結相の判別 
未来を表す文節が動詞に係かっている場合は，未来と判
定する．または，動詞の上位概念が”30f83e”「行
為」，”30f7e6”「自然現象」” ，3f9856”「変化」の何
れかであり，”30f7a2”「事象にかかわる頻度，時間，速
度，程度の様態」が係かっていなければ未来と判定する． 

 

図3 テンスとアスペクトの分類 

4 ムード 
ムードとは，事態や相手に対する話し手の判断・態度を
表す文法形式である．日本語文法書でのムードの分類と，
EDR属性子の対応表が表2である．本研究では13種類の属
性子を用意した．この対応の一例が表2である．本研究で
は，このようにムードを判定し，EDR 属性子を文節につけ
る． 

表2  ムードの小属性とEDR属性子対応表 

 

4.1   ムードの判定方法 
事例調査した結果，ムードは形態素の基本形，品詞，活
用形，活用型から判断できることが分かった．例えば，「外
観・兆候」の「そうだ」は，基本形が「そうだ」，JUMAN品
詞が「接尾辞」，JUMAN詳細品詞が「形容詞性述語接尾辞」
である時，「外観・兆候」と判断し，EDR 属性
子”appearanceL”を文節に加える．また，「伝聞」の「そ
うだ」は，基本形が「そうだ」，JUMAN 品詞が「助動詞」，
JUMAN活用型が「助動詞そうだ型」である時，「伝聞」と判
断し，EDR属性子”rumor”を文節に加える． 

5 おわりに 
本研究の手法により，従来の SAGE に比べ，受身表現を
含む文の深層格の解析精度と，使役表現を含む文の語意の
解析精度が向上した．評価事例は，EDR コーパスと文法書
の例文（使役文:83 文，受身文:55 文）から無作為に抽出
した文章に対して行った． 

表3 本研究の評価実験の結果 

 

表 3 の受身動詞の深層格（「受身の主体格」と「動作の

主体格」）の精度と，使役動詞の語意の精度の正解率の結

果に示したように，本手法の有効性を示すことができたと

言える． 
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